
上牧町まちづくり基本条例取組状況評価一覧

（令和7年度）

条文[PLAN] 取組内容[DO] 今後の方針[ACTION]

（項目）条・項・号　主な内容 主な取組・事務等 達成度 取組方針・改善策等

第1条（目的）

第2条（定義）

第3条（基本原則）

　まちづくりは、次に掲げる基本原則によ

り行います。

（1）町民、議会及び執行機関は、まちづく

りに関する情報を共有します。

 (2)　まちづくりは、町民が参画し、議会及

び執行機関と協働して行います。

（3）議会及び執行機関は、職務を誠実に遂

行するとともに、町民に対し説明責任を果

たします。

（4）まちづくりは、計画に立脚して行い、

その結果を検証及び評価し、まちづくりの

改善に役立てます。

第4条第1項（最高規範）

　この条例は、上牧町におけるまちづくり

の最高規範であり、町は、他の条例、規則

等の制定改廃及び運用にあたっては、この

条例の趣旨を最大限に尊重し、この条例と

の整合性を図らなければなりません。

〇条例、規則等の制定改廃及び運用
成

果

〇条例、規則等について、まちづくり

基本条例の趣旨を尊重し、整合を図り

ながら、制定改廃及び運用を行いまし

た。

A

〇今後もまちづくり基本条例と整

合を図りながら、条例、規則等の

制定改廃及び運用を行っていきま

す。

第4条第2項（基本的な体系化と制度

の整備）

　町は、この条例に定める内容に即して、

他の条例、規則等の体系化を図り、まちづ

くりの基本的な計画の体系化と制度の整備

に努めなければなりません。

〇第5次総合計画の検証
成

果

〇第5次総合計画の検証にあたっては、

基本計画に位置付けられた各種取組の

進捗状況や成果についての確認を行

い、検証結果を町ホームページで公表

しました。

A

〇総合計画については、基本計画

に位置付けられた取組について、

継続して検証を実施していきま

す。

第5条（まちづくり参画の権利）

　町民は、まちづくりの主体であり、まち

づくりに参画する権利を有します。

第6条（こどものまちづくり参画の権

利）

　こどもについても、各々の年齢に応じて

まちづくりに参画する権利を有します。

第7条（まちづくり参画における町民

の責務）

　町民は、まちづくりに関する多様な活動

が自治を育てるということを認識し、互い

の活動を尊重しなければなりません。

成

果

○執行機関である町の執行意思を、審

議及び決定する機関としてその責務を果

たしました。

課

題

○議員個人が発言に責任を持ち意見交

換に努めます。

第8条（議会の役割と責務）

◆第3章　議会の議員の役割と責務等（第8条～第10条）

評価[CHECK]

成果・課題

検証対象外（具体的な取組については第3章以降に記載）

◆第1章　総則（第1条～第4条）

◆第2章　町民の権利と責務（第5条～第7条）

検証対象外

検証対象外

検証対象外（町民の参画の権利について規定したもの）

※町民が参画するための取組に関する評価は第13条第2項で行います。

検証対象外（町民の参画の権利について規定したもの）

※「こども」が参画するための取組に関する評価は第13条第2項で行います。

検証対象外（町民の責務について規定したもの）

第4条（最高規範性）

第8条第1項（議会の責務）

　議会は、直接選挙により選ばれた議員で

構成される、町としての意思を審議及び決

定する機関として設置され、この条例に基

づき議会としての責務を果たします。

○全ての議会活動 A ○継続して実施していきます。

[達成度] A「概ね達成している」

B「取り組んでいるが、改善の余地がある」

C「できていない」
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上牧町まちづくり基本条例取組状況評価一覧

（令和7年度）

条文[PLAN] 取組内容[DO] 今後の方針[ACTION]

（項目）条・項・号　主な内容 主な取組・事務等 達成度 取組方針・改善策等

評価[CHECK]

成果・課題

[達成度] A「概ね達成している」

B「取り組んでいるが、改善の余地がある」

C「できていない」

第8条第2項（情報提供、会議の公開

により住民と情報共有）

　議会は、住民が議会活動に関心と理解を

深めるよう積極的に情報を提供するととも

に、議会及び委員会の全ての会議を公開

し、住民と情報を共有します。ただし、必

要と認められる時は、会議を非公開とする

ことができます。その場合は、非公開とす

る理由を公表しなければなりません。

○会議の公開

○インターネット中継の実施

成

果

○全ての本会議審議や委員会審議につ

いて、公開で実施し、YouTubeによる

ライブ配信も実施しました。少しずつ

ですが、閲覧数は増加傾向となってい

ます。

A ○継続して実施していきます。

第8条第3項（説明責任）

　議会は、主権者である住民に対する説明

責任を果たすため、議会における意思決定

の内容及びその過程を説明しなければなり

ません。

○議会だよりの発行
成

果

○年4回の議会だよりの発行を通じて意

思決定の内容や課程をしっかりとお伝

えしました。広報委員会において見や

すく住民目線の広報誌作成に努めまし

た。

A ○継続して実施していきます。

成

果

○議会報告会を住民要望を受けて、初

めて2回実施しました。住民の方からの

事前質問を受け付け、それに全て回答

するよう努めました。議会報告会の参

加者とはしっかりと課題に向き合い意

見交換ができました。

課

題

○議会報告会の参加者が少ないので、

より有効な開催方法やオンラインの有

効活用等を検討します。

成

果

○本会議審議や委員会審議等を通じ

て、執行機関である町に対して政策提

案を実施しました。また、議会改革特

別委員会において「上牧町議会業務継

続計画(BCP)」を策定することができま

した。

課

題

○議員としての政策提案は実施できて

いますが、議会としての政策提案に

は、財政面と議会の多様性との関係で

難しい面もあります。

第8条第6項（執行機関の町政運営を

調査、監視し、結果を公表）

　議会は、その権限を有効に用いて、執行

機関の町政運営を調査並びに監視し、その

結果を公表しなければなりません。

○町政運営の調査・監視

○議会選出監査委員による定期監査

成

果

○町政運営の調査と監視を定例会時に

逐次実施をしているほか、議会選出監

査委員において定期的な監査を実施し

ました。それぞれの審議において調査

監視を行い、議会だより等を通じて公

表しました。

A ○継続して実施していきます。

第9条第1項（議会の権限）

　議会は、まちづくりの主体を町民とした

この条例の主旨に基づき、議会の責務を果

たすため権限を行使します。 ○議会の権限行使
成

果

○令和7年度全ての定例会・臨時会にお

いて議会としての権限を行使しまし

た。本会議・委員会等の審議において

は、全ての議員・委員が出席のうえ、

議決権を行使し、結果を広報誌に公表

しました。

A ○継続して実施していきます。

第9条第2項（条例の改廃、決算の認

定等）

　議会は、条例の制定改廃や決算の認定な

ど法に定められた権限、執行機関の町政運

営を監視、けん制する権限並びに次に掲げ

る事項を議決する権限を持っています。

(1) 基本構想及びこれを具体化するための基

本計画（以下これらを「総合計画」といい

ます。）

(2) 住民生活又は地域に影響を及ぼす重要な

施策及び制度

(3) 他市町村との協定並びに連携

○議会の権限行使
成

果

○令和7年度全ての定例会・臨時会にお

いて議会としての権限を行使しまし

た。本会議・委員会等の審議において

は、全ての議員・委員が出席のうえ、

議決権を行使し、結果を広報誌に公表

しました。

A ○継続して実施していきます。

○継続して実施していきます。

第8条第5項（政策提案と立法活動）

　議会は合議制であることを自覚し、長期

的展望をもって政策を議論し、まちづくり

に必要な政策提案と立法活動を行わなけれ

ばなりません。

B ○継続して実施していきます。
○本会議審議や委員会審議等を通じ

た政策提案

第9条（議会の権限）

第8条第4項（住民の声を政策に反

映）

　議会は、住民参画を推進するため、公聴

会や参考人制度等を活用するとともに、住

民との対話の場を設け、広く意見を求め、

住民の声が政策に反映されるよう努めなけ

ればなりません。

A○議会報告会の実施
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上牧町まちづくり基本条例取組状況評価一覧

（令和7年度）

条文[PLAN] 取組内容[DO] 今後の方針[ACTION]

（項目）条・項・号　主な内容 主な取組・事務等 達成度 取組方針・改善策等

評価[CHECK]

成果・課題

[達成度] A「概ね達成している」

B「取り組んでいるが、改善の余地がある」

C「できていない」

第10条第1項（議会の責務）

　議員は、住民により選ばれた公職者とし

て、責任を自覚するとともに品位を保持

し、住民全体の福祉の向上と暮らしやすい

まちづくりを目指して、誠実に職務を果た

さなければなりません。

○住民の代表者である議員としての自

覚を持った行動

成

果

○それぞれの議員が住民全体の代表者

である議員としての自覚をもち職務を

果たし、誠実に議会の責務を果たしま

した。

A ○継続して実施していきます。

成

果

○それぞれの議員が住民との情報共有

や政策提案に努めました。また、積極

的に政策提案できるよう、先進地事例

を学び、議員交流も深め、町にとって

有益な知識や情報の習得に努めまし

た。

課

題

住民の幅広い声を聞き、その声を町政

に反映できるよう更なる研鑽が必要で

す。

成

果

○それぞれの議員が一般質問や委員会

審議等を通じて行政活動の監視と点検

に努めました。また、住民の声を受け

止め、要望に応える政策提案を行い、

行政の改善促進に努めました。

課

題

○今後も住民の声を反映させるパイプ

役として役割を果たす必要がありま

す。

成

果

○それぞれの議員が政策立案能力及び

審議能力の向上に努めるために、議員

研修等を有効に活用しました。

○令和8年度から議員研修費をホーム

ページ上で公開することとし、全ての

議員がどのような調査研究に努めてい

るかを公開できるよう改善しました。

課

題

○議員個人個人が、研修に対して更に

前向きな姿勢になることが求められま

す。

第11条第1項（まちづくりの基本理念

を実現するよう、公正で透明で開かれ

た町政運営）

　町長は、町の代表者として町民の信託に

こたえ、まちづくりの基本理念を実現する

よう公正で透明で開かれた町政の運営にあ

たらなければなりません。

○当初予算の編成における所信表明
成

果

〇開かれた町政運営の実現に向け、当

初予算の編成にあたり、所信表明の中

で町長の考え方や今後の方針について

示しました。

A
○所信表明の中で町長の町政運営

における目標や方針を明示しま

す。

第11条第2項（町政運営の目標、方針

を明示し結果を公表）

　町長は、毎年、町政運営の目標並びに方

針を明示し、結果を公表しなければなりま

せん。

〇施策方針及び決算報告の広報紙へ

の掲載

成

果

○広報紙や町ホームページを通じて、

施策方針や事業の実施結果について公

表し、情報共有を図りました。

A

〇町政運営における目標、方針の

明示、結果の公表について、広報

等を活用し継続して実施していき

ます。

第12条第1項（公募を原則とし応募状

況、採用結果を公表）

　町長は、職員の採用にあたっては、公募

を原則とし、応募状況、採用結果について

公表しなければなりません。

〇公募による職員の採用

〇職員採用に関する応募状況及び採用

結果の公表

成

果

〇職員の採用については、公募で実施

するとともに、採用までの透明性を確

保するため、応募状況、採用結果につ

いてホームページで公表しています。

A
〇今後も引き続き、公募による職

員の採用や採用情報の公表を実施

していきます。

第10条第2項（説明責任、政策提案）

　議員は、議会活動に関する情報を住民に

分かりやすく説明するとともに、広く住民

の声に耳を傾け、これを町政に反映させる

よう積極的に政策を提案し、その実現に向

けて最大限努力しなければなりません。 ○住民との情報共有や政策提案

第10条第4項（調査研究、政策立案、

審議能力の向上）

　議員は、常に課題意識を持ち、広く町内

外の情報を収集してまちづくりの調査研究

を行い、政策立案能力及び審議能力の向上

に努めなければなりません。
○政策立案及び審議能力の向上 A ○継続して実施していきます。

A ○継続して実施していきます。

第10条第3項（行政活動の監視と点

検、行政の改善促進）

　議員は、行政活動が適正かつ効率的並び

に効果的に行われるよう監視と点検を行

い、一般質問及び質疑を活用して、行政の

改善を促進しなければなりません。

○一般質問や委員会審議等を通じた

行政活動の監視と点検
A ○継続して実施していきます。

◆第4章　執行機関の役割と責務等（第11条～第15条）

第11条（町長の責務）

第10条（議員の役割と責務）

第12条（職員採用等）
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上牧町まちづくり基本条例取組状況評価一覧

（令和7年度）

条文[PLAN] 取組内容[DO] 今後の方針[ACTION]

（項目）条・項・号　主な内容 主な取組・事務等 達成度 取組方針・改善策等

評価[CHECK]

成果・課題

[達成度] A「概ね達成している」

B「取り組んでいるが、改善の余地がある」

C「できていない」

第12条第2項（職員の養成）

　町長は、町民との協働に必要な能力を備

えた職員の養成に努めなければなりませ

ん。

〇職員研修の実施

〇新規採用職員研修の実施

〇奈良県市町村職員研修センター主

催の各種研修の派遣

成

果

〇町内研修の実施、また各種研修への

参加により、職員としての資質と能力

の向上に努めました。

A

〇職員においては、今後も積極的

に研修に参加し、職員としての資

質と能力の向上に努めるととも

に、研修の実施にあたっては、適

宜内容を見直しながら効果的に人

材育成を進めていきます。

第13条第1項（執行機関の責務）

　執行機関は、その権限と責任において、

公正で誠実かつ迅速に職務を執行しなけれ

ばなりません。

〇誠実かつ迅速な職務の執行

〇人事評価制度の実施

成

果

〇日常業務においては、公正で誠実か

つ迅速な職務の遂行に努めました。

〇人事評価制度の実施による人材育成

に努めました。

A
〇今後も引き続き、人材育成を進

めながら、公正で誠実かつ迅速な

職務の遂行に努めていきます。

第13条第2項（町民の参画機会の保

障）

　執行機関は、町民と協働してまちづくり

を推進するため、多様な参画制度を設け、

町民の参画の機会を保障しなければなりま

せん。

〇パブリックコメント手続の運用

〇審議会等委員の公募

○各種アンケート調査の実施

○第6次総合計画に係る町民ワーキン

グ会議

○こども一日町長体験

○平和祈念事業特別企画「朗読劇」

における町民（こども）の参加

○人権啓発ポスターの作成

成

果

○委員の公募やパブリックコメントの

実施、アンケート調査等、まちづくり

参画機会の確保に努めました。

○「こども」の参画に関する取組とし

て、小中学生を中心に町事業への参加

依頼等を行いました。

A
○今後も引き続き、町民のまちづ

くりへの参画を推進していきま

す。

第14条第1項（町職員の職務専念）

　町職員は、全体の奉仕者として、公共の

利益のために公正で誠実かつ効果的に職務

に専念しなければなりません。
○全ての行政事務における職務専念

成

果

○町職員として、常に町民全体の奉仕

者であることを自覚し、町民の利益の

ため、公正で誠実かつ効果的な職務の

実施に努めました。

A

○今後も引き続き、公正で誠実か

つ効果的な職務に専念するととも

に、必要な知識・技能の習得に努

めていきます。

第14条第2項（職務に必要な知識技能

の向上）

　町職員は、常に公務員として職務に必要

な知識、技能の向上に努めなければなりま

せん。

○各種説明会・研修への参加
成

果

○各種説明会・研修に参加し、公務員

として必要な知識、技能の向上に努め

ました。

A

〇今後も引き続き、各種説明会・

研修に積極的に参加し、必要な知

識、技能の向上に努めていきま

す。

第14条第3項（町政運営を支える役割

の認識、まちづくり活動の推進）

　町職員は、町政運営を支える役割がある

ことを深く認識し、この条例の趣旨を理解

し、地域社会の一員であることを自覚した

うえで、積極的にまちづくりの推進に努め

なければなりません。

○自治会への振興費助成金の交付

○気になる会議の実施

成

果

○地域のまちづくり活動を推進するた

め、地域活動を行う自治会等に対して

運営のサポートを行いました。

A

○今後も引き続き、地域のまちづ

くり活動を推進していくために、

地域活動に対する支援を行ってい

きます。

成

果

○行政事務において、法令の遵守に努

めました。

課

題

○一部事務（文化財関係）において、

法令遵守できていないものがあり、県

から指導を受けています。

第15条第2項（必要な措置を別途定め

る）

　前項に規定する必要な措置については別

途定めます。

○上牧町法令遵守推進条例
成

果

○「必要な措置」として、公益通報制

度等を含めた上牧町法令遵守推進条例

を令和6年9月に制定しています。

A
○今後も、上牧町法令遵守推進条

例に基づき、必要な措置を講じて

いきます。

第14条（町職員の責務）

第15条（法令の遵守等）

第15条第1項（法令遵守）

　町は、まちづくりに関する施策の公正性

及び透明性を確保するため、常に法令を遵

守し、そのための必要な措置を講じるもの

とします。

○行政事務における法令の遵守

○今後も、全ての事務において法

令遵守できるように努めていきま

す。

B

第13条（執行機関の責務）
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上牧町まちづくり基本条例取組状況評価一覧

（令和7年度）

条文[PLAN] 取組内容[DO] 今後の方針[ACTION]

（項目）条・項・号　主な内容 主な取組・事務等 達成度 取組方針・改善策等

評価[CHECK]

成果・課題

[達成度] A「概ね達成している」

B「取り組んでいるが、改善の余地がある」

C「できていない」

第16条第1項（最小の経費で最大の効

果をあげる組織づくり）

　町は、社会情勢の変化に対応し、町民に

分かりやすく機能的で、最小の経費で最大

の効果を挙げるよう組織づくりを行うもの

とします。

〇機構改革の実施
成

果

〇最小の経費で最大限の効果を挙げる

ため、より部局間の連携が可能である

組織体制を強化しました。

A
○地域の情勢や住民ニーズに沿っ

て、必要に応じて組織の編成に取

り組んでいきます。

第16条第2項（職員の適切な任用及び

効果的な人員配置）

　町は、職員の適切な任用及び効果的な人

員配置を図るものとします。

〇専門職職員の採用
成

果

〇採用試験を実施し、保育士2名、社会

福祉士1名、保健師2名を採用しまし

た。

A
○今後も引き続き、適材適所の観

点から必要な専門職の採用を進め

ていきます。

第16条第3項（縦割り行政の弊害をな

くすための相互連携）

　町の組織は、状況の変化に柔軟に対応

し、縦割り行政の弊害をなくすうえにおい

ても相互の連携を図らなければなりませ

ん。

○庁内横断的な会議等の開催

○関係各課との情報共有

成

果

○各種課題に対する担当課主催の会議

（教育、健康福祉、文化財等）を開催

するなど、課題解決に向けた情報共

有・協議・検討を行いました。

A

○社会情勢の変化や住民ニーズに

柔軟に対応するため、部局間にお

ける連携をより一層深めていける

ように努めていきます。

第17条第1項（危機管理体制の確立）

　町は、町民、関係機関等との協力及び連

携により、不測の事態に備えるため、総合

的かつ機動的な危機管理体制の確立に努め

なければなりません。

○災害対応体制の更新

○各種災害協定の内容確認

○ブロック塀等撤去工事に対する助成

○民生委員・児童委員に対する避難行

動要支援者に関する説明の実施

○高齢者等見守りネットワーク事業

○要保護児童対策地域協議会委員の

委嘱

○登下校時見守りシステム導入

成

果

〇速やかに災害対応がとれるように、

体制の更新や災害協定の内容の確認を

行いました。

○その他、各分野において危機管理体

制の確立に関する取組を実施しまし

た。

A
○今後も引き続き、危機管理体制

の強化を図っていきます。

第17条第2項（自主防災組織の向上の

ための町民活動支援）

　町は、危機管理体制のなかで自主防災機

能の向上を図るため、町民の活動を積極的

に支援します。

〇防災士資格取得支援事業の実施

○防災事業補助金の交付

○自治連合会運営事業補助金の交付

○防災教育用食糧（救給カレー）の

備蓄

成

果

○防災士資格取得支援事業や自主防災

組織への補助金の交付等を通じて、地

域の防災体制の強化を図りました。

○災害時に備え、各校に防災教育用食

糧（救給カレー）を購入しました。

A
○今後も引き続き、地域の防災機

能の向上に向けた取組を進めてい

きます。

第18条第1項（総合計画及び都市計画

マスタープラン等の策定）

　町は、総合的かつ計画的に町政運営を図

るため、総合計画及びこれに基づく都市計

画マスタープラン等をこの条例の趣旨に

のっとり策定し、計画的な町政運営に努め

なければなりません。

※第3条第1項第4号（PDCAサイクル確立の

原則）を念頭に置き、評価を行ってくださ

い。

○第5次総合計画に基づく町政運営

○都市計画マスタープランの改定及

び立地適正化計画策定

○第2次地域福祉計画及び地域福祉活

動計画の策定

○子ども・子育て支援事業計画の推進

成

果

○総合計画に位置付けられた取組につ

いては、評価、検証を行い、改善を図

りながら計画的な町政運営に努めまし

た。

○地域福祉計画や子ども・子育て支援

計画など、各分野においても計画を策

定し、計画的な事業の実施に努めてい

ます。

A

○今後も総合計画に基づく計画的

な町政運営や各分野の計画に基づ

いた事業の実施を推進していきま

す。

第18条第2項（総合計画の策定、見直

し並びに評価に対する町民の参画）

　町は、総合計画の策定、見直し並びに評

価にあたっては、幅広く町民の参画を得て

行わなければなりません。

〇第5次総合計画の進行管理
成

果

〇総合計画の進行管理については、

PDCAサイクルの手法を用いて、取組状

況の評価、検証を行いました。また、

検証結果についてはホームページでの

公表を行いました。

A

〇今後も、総合計画の策定、見直

し及び評価については、幅広く町

民の参画機会の確保に努めていき

ます。

◆第5章　町政運営（第16条～第26条）

第16条（組織の編成）

第17条（危機管理）

第18条（総合計画等の策定）
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上牧町まちづくり基本条例取組状況評価一覧

（令和7年度）

条文[PLAN] 取組内容[DO] 今後の方針[ACTION]

（項目）条・項・号　主な内容 主な取組・事務等 達成度 取組方針・改善策等

評価[CHECK]

成果・課題

[達成度] A「概ね達成している」

B「取り組んでいるが、改善の余地がある」

C「できていない」

　町は、政策の立案から実施、評価に至る

まで、その経過や内容、目標の達成状況等

を町民に分かりやすく説明しなければなり

ません。

○各課の事業における住民への説明

○第5次総合計画における検証結果の

公表

○まち・ひと・しごと創生総合戦略に

おける検証結果の公表

○まちづくり基本条例における検証結

果の公表

成

果

○各課の事業に関して、窓口のほか、

広報紙や町ホームページを活用して、丁

寧な説明に努めました。

〇総合計画、総合戦略、まちづくり基

本条例については、取組内容の評価、

検証を行い、検証結果をホームページ

で公表しました。

A

○今後も引き続き、丁寧な説明に

努めていきます。

○総合計画、総合戦略、まちづく

り基本条例について、引き続き評

価、検証を行い、資料の公表に際

しては、わかりやすい内容になる

よう努めていきます。

成

果

○町民や自治会からの要望について

は、迅速な対応や予算への反映なども

含め、可能な限り対応しています。

課

題
○定期的な公表まで至っていません。

第20条第2項（条例の制定）

　前項に規定する事項については、別に条

例で定めます。
〇上牧町法令遵守推進条例

成

果

〇町民からの要望への対応等に関し必

要な事項を定めた上牧町法令遵守推進

条例を令和6年9月に制定しています。

A
○今後も法令遵守推進条例に基づ

き、職務を遂行していきます。

第21条第1項（総合計画実施のため中

期及び長期財政計画を定め健全な財

政運営）

　町は、総合計画を実施するため、中期及

び長期財政計画を定め、財源を効率的かつ

効果的に活用し、健全な財政運営を図らな

ければなりません。

〇中長期財政計画の策定
成

果

〇令和7年12月に総合計画の実施計画で

ある中長期財政計画の策定（更新）を

行いました。

A
〇今後も計画的な財政運営を推進

していきます。

第21条第2項（財政計画の住民公表）

　町は、財政計画を定めたときは、住民に

分かりやすく公表しなければなりません。 〇中長期財政計画の公表
成

果

〇令和7年12月に策定した中長期財政計

画について、議会で説明を行いまし

た。また、ホームページで計画の公表

を行いました。

A
〇今後も財政計画の公表につい

て、わかりやすい内容になるよう

に努めていきます。

第22条第1項（予算編成の過程も含め

予算について公表）

　町長は、予算について、編成過程を含

め、住民が具体的に把握できるよう、分か

りやすく公表しなければなりません。

〇町ホームページ等による当初予算の

概要の公表

成

果

〇予算については、主な施策を具体的

に把握できる資料として当初予算の概

要を作成し、公表しました。

A
〇今後も予算内容の公表につい

て、わかりやすい内容になるよう

努めていきます。

第22条第2項（予算の執行計画を策定

し公表）

　町長は、町の事業の予定及び進捗状況が

明らかになるよう予算の執行計画を策定

し、住民に分かりやすく公表しなければな

りません。

〇予算執行計画書の策定

〇「広報かんまき」における当初予算

に関する内容の掲載

〇財政状況の公表

成

果

〇予算の計画的な執行を目的として、

予算執行計画書を策定しました。

〇「広報かんまき」に、主な事業の予

定に関する内容を掲載しました。

〇「財政状況の公表」において、予算

執行状況や財産の変動について公表し

ました。

A
〇今後も事業の予定等について、

わかりやすい内容の公表に努めて

いきます。

第22条第3項（決算内容の公表）

　町長は、住民が決算内容を理解できるよ

う、分かりやすく公表しなければなりませ

ん。

〇町ホームページ等による決算成果に

関する報告書の公表

成

果

〇決算内容については、決算額の増減

分析や町債・基金残高の推移、事業の

成果等がわかる資料として、「決算成

果に関する報告書」を作成し、公表し

ました。

A
〇今後も決算内容の公表につい

て、わかりやすい内容になるよう

努めていきます。

第19条（説明責任）

第20条（応答責任）

第20条第1項（応答責任）

　町は、公職者及び町民からの要望等につ

いては、迅速かつ丁寧に対応し、その記録

を作成するとともに、定期的に公表しなけ

ればなりません。

○町民からの要望への対応

○自治会要望の記録及び回答
B

○今後も町民や自治会からの要望

には、可能な限り対応していくと

ともに、公表についても検討して

いきます。

第21条（財政運営及び制度の整備）

第22条（予算編成、執行及び決算）
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上牧町まちづくり基本条例取組状況評価一覧

（令和7年度）

条文[PLAN] 取組内容[DO] 今後の方針[ACTION]

（項目）条・項・号　主な内容 主な取組・事務等 達成度 取組方針・改善策等

評価[CHECK]

成果・課題

[達成度] A「概ね達成している」

B「取り組んでいるが、改善の余地がある」

C「できていない」

成

果

○財務書類の作成にあたり、固定資産

台帳の更新を行いました。

○個別施設計画に基づいて、各施設の

管理・運営に努めました。

○その他資産（公用車等）についても

適切な管理に努めました。

課

題

○公共施設においては、今後老朽化し

ていく中で、修繕等の費用がかかって

くるため、どのように効率的に管理運

営していくのか検討が必要です。

　町長は、財政に関する状況について、具

体的な所見を付して分かりやすく公表しな

ければなりません。

〇財政状況の公表
成

果

〇財政状況の公表に関する条例に基づ

き、財政状況の公表（6月、12月）を行

いました。

A
〇今後も財政に関する状況の公表

について、わかりやすい内容にな

るよう努めていきます。

　町は、効果的かつ効率的な行政サービス

と行政運営の透明性の向上を図るため、客

観的行政評価を実施し、その結果を公表す

るとともに、その評価に基づいて、町政運

営の改善に努めなければなりません。

〇第5次総合計画における取組内容の

評価・検証の実施

成

果

〇総合計画については、PDCAサイクル

の手法を用いて、取組内容に対する評

価、検証を行うことで事業の改善を図

りながら取組を進めることができてい

ると考えます。また、検証結果につい

ては、町ホームページで公表しまし

た。

A

〇今後も引き続き、PDCAサイク

ルを活用した評価、検証を行って

いくとともに、その評価に基づき

町政運営の改善を図っていきま

す。

第26条第1項（必要に応じ外部機関等

に監査を実施させることができる）

　町は、適正で効率的かつ効果的な行財政

の運営を確保するため、必要に応じて外部

機関その他第三者(以下「外部機関等」とい

います。)に監査を実施させることができま

す。

－
○令和7年度において、個別外部監査請

求はありませんでした。
－

第26条第2項（外部機関等による監査

の実施の請求）

　住民は、前項に規定する目的を達成する

ため、監査委員による監査に代えて、外部

機関等による監査の実施を請求することが

できます。

第26条第3項（請求時の外部監査の実

施等）

　町は、前項に規定する請求があったとき

は、外部機関等に監査を実施させることが

でき、その結果を公表するものとします。

ただし、当該監査を実施させないときはそ

の理由を公表しなければなりません。

－
○令和7年度において、個別外部監査請

求はありませんでした。
－

　町が保有する情報は、町民共有の財産で

あり、町は、別に条例で定めるところによ

り、情報を公開して町民の知る権利を保障

しなければなりません。

2 町民が町政を理解し、まちづくりに参画

し、協働できるよう、町は、町政に関する

情報を速やかに分かりやすく提供しなけれ

ばなりません。

○情報公開条例に基づく情報公開
成

果

○情報公開請求に応じて、町政に関す

る情報の速やかな提供に努めました。
A

○今後も引き続き、条例に基づき

町民の知る権利を保障するととも

に、求められている資料について

速やかに分かりやすく提供できる

よう努めていきます。

第24条（財政状況の公表）

第23条（財産管理）

　町長は、町が保有する財産を明らかに

し、財産の計画的な管理及び効率的な運用

に努めなければなりません。

〇固定資産台帳の更新

〇個別施設計画に基づく施設の管理

○その他資産（公用車等）の管理

B

第25条（行政評価）

◆第6章　情報の共有等（第27条～第31条）

第27条（情報の公開及び提供）

第26条（個別外部監査）

検証対象外（住民の外部監査請求について規定したもの）

○今後も町が保有する財産を明ら

かにするために、固定資産台帳の

更新を行うとともに、個別施設計

画に基づく公共施設のマネジメン

トやその他資産の管理を推進して

いきます。
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上牧町まちづくり基本条例取組状況評価一覧

（令和7年度）

条文[PLAN] 取組内容[DO] 今後の方針[ACTION]

（項目）条・項・号　主な内容 主な取組・事務等 達成度 取組方針・改善策等

評価[CHECK]

成果・課題

[達成度] A「概ね達成している」

B「取り組んでいるが、改善の余地がある」

C「できていない」

　町は、具体的な施策若しくは制度により

情報共有を推進しなければなりません。
○広報紙、町ホームページ、SNS等を

活用した町政情報の発信

成

果

○広報紙や町ホームページ、SNS

（Facebook、YouTube、LINE、

Instagram）等を活用し、町政に関する

情報提供に努めました。

A
○今後も引き続き、情報共有の推

進に努めていきます。

第29条第1項（町政運営に必要な情報

の収集）

　町は、町政運営に必要な情報の収集に努

めなければなりません。

○インターネットを活用した事例等

の情報収集

○県及び近隣市町村との連携による

情報収集

○アンケート調査の実施

成

果

○各行政事務において、必要な情報の

収集に努めました。
A

○今後もよりよいまちづくりの推

進に向けて、必要な情報の収集に

努めていきます。

第29条第2項（情報の適正な管理及び

保存）

　町は、その保有する情報を速やかに提供

できるよう、統一された基準により整理

し、適正に管理及び保存しなければなりま

せん。

○情報セキュリティポリシーに基づく

情報の管理

○文書取扱規程に基づく文書管理

成

果

○情報セキュリティポリシーに基づく

情報の管理、保存に努めました。

○文書取扱規程に基づく適切な文書の

管理、保存に努めました。

A
○今後も引き続き、文書、情報の

適切な管理、保存に努めていきま

す。

　町は、個人の権利及び利益が侵害される

ことのないよう、別に条例で定めるところ

により、個人情報の保護について必要な措

置を講じなければなりません。

〇個人情報の保護に関する法律の遵守
成

果

〇個人情報の保護に関する法律を遵守

し、個人情報の適切な取扱いに努めま

した。

A
○今後も引き続き、個人情報の保

護、適切な取扱いを徹底していき

ます。

第31条第1項（町長及び町議会議員の

立候補者は選挙にあたり公約を示

す）

　町長及び町議会議員の立候補者は、選挙

にあたり、町政に関する自らの考えを公約

として住民に示すように努めなければなり

ません。

－
成

果

○令和7年度において、上牧町議会議員

選挙又は上牧町長選挙はありませんで

した。

〇今後も町政選挙において、選挙

公報により立候補者の公約を示し

ます。

第31条第2項（選挙公報の発行）

　町は、前項に示す町長及び町議会議員の

選挙にあたり、候補者の氏名、経歴、公約

等を掲載した選挙公報を、選挙ごとに発行

するように努めなければなりません。

－
成

果

○令和7年度において、上牧町議会議員

選挙又は上牧町長選挙はありませんで

した。

〇今後も町政選挙において、選挙

公報を発行していきます。

第31条第3項（選挙公報の発行に関す

る事項は別途定める）

　選挙公報の発行に関する詳細については

別途定めます。

〇上牧町議会議員及び上牧町長の選

挙における選挙公報の発行に関する条

例

成

果

〇上牧町議会議員及び上牧町長の選挙

における選挙公報の発行に関する条例

を平成26年9月に制定しています。

A
〇今後も選挙公報の発行に関する

条例に基づき、選挙公報を発行し

ていきます。

　町は、町民が自主的かつ主体的に行うま

ちづくりに参画する諸活動を尊重しなけれ

ばなりません。
○協働のまちづくり公募型補助金事業

○手話言語推進会議

○結婚応援事業

○歴史ガイドボランティアの会の活動

○ボランティアグループによる「おは

なし会」や「朗読会」

成

果

○町民が自主的、自発的に行う公益活

動に対して補助金を交付することで、ま

ちづくりに参画する諸活動を支援しま

した。

○様々な分野において、町民と協働で

各種取組を進めました。

A

○今後も引き続き、町民と協働で

各種取組を進めるとともに、町民

が自主的かつ主体的に取り組む諸

活動に対して支援を行っていきま

す。

第33条第1項（審議会委員等に原則町

民からの公募）

　町は、町が設置する審議会その他の附属

機関（以下「審議会等」といいます。）の

委員を選任する場合は、原則として町民か

らの公募を含めなければなりません。

〇審議会等における公募による委員

の選任

成

果

○各種審議会等において、委員構成に

公募委員を含めながら会議を開催しま

した。

A
○協働のまちづくりを推進するた

め、今後も各種審議会において、

委員の公募を行っていきます。

◆第7章　参画と協働(第32条～第35条）

第32条（まちづくり参画における町の責務）

第33条(審議会等)

第30条（個人情報の保護）

第31条（選挙公報等）

第28条（情報共有の推進）

第29条（情報の収集及び管理）
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上牧町まちづくり基本条例取組状況評価一覧

（令和7年度）

条文[PLAN] 取組内容[DO] 今後の方針[ACTION]

（項目）条・項・号　主な内容 主な取組・事務等 達成度 取組方針・改善策等

評価[CHECK]

成果・課題

[達成度] A「概ね達成している」

B「取り組んでいるが、改善の余地がある」

C「できていない」

成

果

○各種審議会等における会議及び議事

録の公開について、概ね適切に実施で

きています。

○事務負担軽減を目的として、令和3年

度から会議録作成支援システムの運用

を行っています。

課

題

○一部の会議において、会議及び議事

録の公開ができていないものがありま

す。

成

果

〇審議会等の会議の開催については、

町ホームページ等で概ね周知できてい

ます。

課

題

○一部の会議において、開催周知がで

きていないものがあります。

　住民は、町長に対して住民投票を請求す

ることができます。

2 議会及び町長は、住民投票を発議するこ

とができます。

3 住民投票の実施に関する必要な事項は、

別に条例で定めます。

4 町は、住民投票を実施した場合におい

て、当該住民投票の結果を最大限尊重する

ものとします。

ー

○令和7年度においては、住民投票の請

求がありませんでした。

※住民投票に関する条例の設置につい

ては、個別設置型で対応することを想

定しており、請求があった場合に適宜

対応していくこととしています。

ー

第35条第1項

　町民は、多岐にわたる課題等に総合的に

対応し、個性的で心豊かな地域をつくるた

め、一定のまとまりのある地域の多様な主

体で構成し、協働してまちづくり活動を行

う組織として、まちづくり協議会を設立す

ることができます。

第35条第2項

　まちづくり協議会は、町民に開かれたも

のとし、町及びその他の組織と連携しなが

らまちづくり活動を行うものとします。

成

果

○奈良県が主催する「市町村協働推進

担当者研究会」に参加し、地域コミュ

ニティに関する講義やワークショップ

を通じて、まちづくり協議会に対する

理解を深めましたが、まちづくり協議

会の枠組みに関して、具体的な検討ま

で至りませんでした。

課

題

〇地域住民にまちづくり協議会に対す

る理解を深めてもらうために、まずは

制度の周知を進めながら、本町におけ

るまちづくり協議会の枠組みや支援内

容を検討していく必要があると考えま

す。

第35条（まちづくり協議会）

第35条第3項～第5項

3 町は、まちづくり協議会の活動に対して必

要な支援を行うことができます。

4 町は、まちづくり協議会の自主性及び自

立性に配慮するとともに、住民自治の一層

の進展を図るうえにおいては、その意思を

尊重しなければなりません。

5 まちづくり協議会の組織及び運営等に関

する事項は別に定めます。

〇まちづくり協議会に関する制度の周

知及び支援内容の検討
B

〇引き続き、まちづくり協議会に

ついて調査・研究していくととも

に、まちづくり協議会に関する制

度の周知や枠組みの構築に向けた

検討を進めていきます。

検証対象外（まちづくり協議会の主旨）

検証対象外（まちづくり協議会の活動方針）

第34条（住民投票）

第33条第2項（審議会等の会議及び議

事録の公開）

　町は、審議会等の会議及び議事録は公開

しなければなりません。

〇各種審議会における会議及び議事

録の公開

〇議事録作成支援システムの運用

B
〇会議及び議事録の公開につい

て、適切に実施できるように努め

ていきます。

第33条第3項（審議会等の会議の開催

日時及び場所等の周知）

　町は、審議会等の開催の日時及び場所、

審議項目などを、事前に広報紙等により町

民に知らせなければなりません。ただし、

非公開の場合は、その理由及び根拠を明確

にしなければなりません。

〇各種審議会等における開催周知 B
〇会議の開催の周知について、適

切な時期に周知を行うことができ

るよう努めていきます。
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上牧町まちづくり基本条例取組状況評価一覧

（令和7年度）

条文[PLAN] 取組内容[DO] 今後の方針[ACTION]

（項目）条・項・号　主な内容 主な取組・事務等 達成度 取組方針・改善策等

評価[CHECK]

成果・課題

[達成度] A「概ね達成している」

B「取り組んでいるが、改善の余地がある」

C「できていない」

　町は、共通する課題を解決するため、他

の地方公共団体、国及びその他の機関と互

いに連携を図りながら協力しなければなり

ません。

〇すむ・奈良・ほっかつ！推進協議

会

○シェアサイクル事業（実証実験）

○天理大学との包括連携（協定締

結）

○中和・西和広域連携検討会

○地域農業再生協議会

○奈良セブンの森

○WEST NARA広域観光推進協議会

○北葛4町広域連携下水道ウォーター

PPP導入可能性調査

○奈良県電子自治体推進協議会

○成年後見制度法人後見事業

○西和7町障害者等支援協議会

○健康づくりの推進に関する包括連携

（協定締結）

○入退院ルール調整づくり事業

○病児・病後児保育事業

○史跡＆遺跡巡り「御墳印帖」プロ

ジェクト事業

○婚活イベント

など

成

果

〇地域課題の解決に向けて、行政間及

び民間事業者等との連携を図っていま

す。

A
〇まちづくりにおける各分野の課

題解決に向け、今後も必要に応じ

て広域連携を推進していきます。

　町は、毎年定期的にこの条例の取り組み

状況を評価し、その結果を公表しなければ

なりません。

〇まちづくり基本条例における取組の

成果及び評価の公表

成

果

〇条文に対する取組状況を評価し、公

表することにより、協働のまちづくり

に向けた取組の進行状況について共有

することができたと考えます。

A

〇今後も、取組状況に関する評価

を公表し、町民と共有することに

より、行政運営の改善と協働のま

ちづくりの推進を図るとともに、

より的確でわかりやすい評価、公

表を目指していきます。

　町は、5年を超えない期間ごとに、この条

例の内容に見直しが必要か検討しなければ

なりません。

2 第1項に規定する検討を行う場合、住民主

体の検討委員会を設けて審議しなければな

りません。

ー
成

果

○令和5年度～令和6年度に、検証委員

会を設置し、条例の見直しの必要性等

について検討を行いました。

○次回の条例の見直しは、令和5

年度を起点に5年を越えない期間

で実施します。

　この条例の改正にあたっては、事前に、

住民に改正の趣旨を説明し広く意見を聴く

場を設けるとともに、条例改正後は、その

内容を改正理由とあわせて公表しなければ

なりません。 ー
成

果

○令和5年度～令和6年度に検証委員会

で検討し、必要な条例改正を行いまし

た。

○次回の検証委員会において、改

めて運用状況を確認し、条例の見

直しの必要性等について検討しま

す。

第39条（条例の改正）

第37条（取り組み状況の評価）

第38条（条例の見直し）

第36条（広域連携）

◆第9章　条例の見直し等（第37条～第39条）

◆第8章　広域連携等（第36条）
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